
第６学年算数科学習指導略案 
日  時   令和６年１月２６日４校時 

対  象   第６学年 習熟度別γクラス 

学校名   品川区立品川学園 

授業者   主幹教諭 平野 正隆 

会  場   ３階 理科講義室 

 

１ 単元名 「図を使って考えよう」 （啓林館「わくわく算数６」） 

 

２ 単元の指導目標 

文章題において、問題場面を図に表して全体と部分の割合に着目して解法を考えることを通して、全体を 1と

して割合を考える考え方を使って解くことができるようにするとともに、用いた図や見方・考え方を生活や学

習に活用しようとする態度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・線分図を使って、全体を1とし

たときの割合の意味を理解するこ

とができる。 

・全体を1としたとき、線分図を

使ってそれぞれの部分が割合でど

のように表されるかを考えること

ができる。 

・全体を1として考えるよさが分

かり、それを用いようとする。 

 

４ 児童観 

 本校では、算数の授業を２学級３展開の習熟度別に行っている。それぞれの少人数クラスを「αクラス」「βク

ラス」「γクラス」と呼び、習熟度に応じた学習ができるように、授業の仕方も工夫している。 

・αクラス 

自分の考えをもち、それを発表したり、友達の考えと比較したりして、互いの考えを関連付けながら考え

を深める。基礎・基本の問題だけでなく、発展的な問題にも取り組み、学び合うなかで数学的に考える力を

高めていく。時間を計りながら、速く正確に問題を解けるように繰り返し練習する。（一般的な設定時間の

半分で行う。） 

・βクラス 

自分の考えをもち、それを発表したり、友達の考えと比較したりして、考えを深める。自力解決や学び合

う時間をしっかり確保し、様々な解法を導き出すことで、数学的に考える力を高めていく。時間を計りなが

ら、速く正確に問題を解けるように繰り返し練習する。（一般的な設定時間で行う。） 

・γクラス 

自分の考えをもち、それを表現したり、友達の考えを理解したりすることで、考えを深める。自力解決や

学び合う時間をしっかり確保し、解法を自他の力で導き出すことで、数学的に考える力を高めていく。時間

を計りながら、速く正確に問題を解けるように繰り返し練習する。 

 本授業で公開するγクラスは、11月ごろから担当するようになった。最初に聞いたときには、算数が嫌いだっ

たり、苦手意識を抱いていたりする児童がほとんどであった。しかし、問題場面を具体的に想像したり、より効



率的に問題を解く方法を考えたりするなかで、それらを克服してきているようである。本授業でも、粘り強く考

え、積極的に他者と関わり合いながら取り組む姿を期待したい。 

５ 単元の指導計画と評価計画(全２時間扱い)  ★…本時 

時間 目  標 学習内容 おもな評価規準 

１ 

★ 

○全体を1とし、部分の割合

の和を考えて、問題を解く

ことができる。 

・全体を1とし、部分の割合

の和を考えて解く問題 

(態度)問題解決のために必要な情報が

何かを考え、手立てを見いだそうと

している。《発言・観察》 

(知技)全体と部分の関係を線分図に表

すことができる。《ノート》 

２ ○全体を1とし、部分の割合

の組み合わせを考えて、問

題を解くことができる。 

・全体を1とし、部分の割合

の組み合わせを考えて解く

問題 

(思判表)線分図にかいて全体と部分の関

係をとらえ、割合の考え方を用いて問

題を解決している。《観察・ノート》 

 

６ 本時（２時間中の１時間目） 

（１） 本時の目標 

全体を1とし、部分の割合の和を考えて、問題を解くことができる。 

 

（２） 本時の展開 

 学習活動 ◇指導上の留意点 

○支援 ◎評価  主な発問と予想される児童の反応 学び合い 

課

題

把

握 

１．課題をつかむ(５分) 

水そういっぱいに水を入れるのに、Aのじゃ口を使うと

10分、Bのじゃ口を使うと 15分かかります。両方をい

っしょに使うと、何分でいっぱいになりますか。 

T：問題文から分かることは何ですか。 

C：A のじゃ口の方が同じ時間でもたくさんの水が出てい

る。 

C：10＋15＝25で、25分間かもしれない。 

C：それは違うと思う。A と B の両方でやるんだから、答

えは 10分より短くなる。 

 

・グループ

で話し合い、

問題場面の

イメージを

つかむ。 

 

○問題場面を具体的にイメ

ージできるようにスライ

ドを使用する。 

出展元 

わくわく算数6 (620)(啓林館) 

解

決

の

計

画 

２．解決の見通しをもつ(８分) 

T：「同じ時間」とありましたが、1分間で Aと Bはそれぞ

れどのくらいの水の量が出ますか。 

C：水そうに入る水の全体量がわからないから、それは求

められないよ。 

C：もし、水そうに入る量を 100Lとしたら、Aは 1分間に

10Lです。Bは…割り切れません。 

C：割り切れない時は分数で表せばいいんじゃない。 

T：今日は、水そうに入る水の量を 1とした場合について

考えてみましょう。 

T：A のじゃ口について、線分図に表すとどうなるでしょ

 

・集団で話

し合いなが

ら、課題解決

のための見

通しをもつ。 

 

○「水槽の量が分かれば解

けること」に気付いた時

点で、見通しをもてたと

判断し、全体量を１とし

て考えることを教師側か

ら提案する。 

 

◎(態度)問題解決のために

必要な情報が何かを考

え、手立てを見いだそう



うか。 

めあて 線分図にかいて、問題を整理して考えよう。 

C：1 分間で出る水の量は 1÷10＝1/10 なので、線分図を

10個に分ければいいと思います。 

C：10 個に分けた 1 個分が 1 分間にたまる水の量だと分

かります。 

としている。《発言・観察》 

 

○Aのじゃ口について、線分

図に表す方法を確認す

る。 

課

題

解

決 

３．自力解決をする(１０分) 

T：同じように、Bのじゃ口や A・B両方いっしょに使った

ときについて線分図に表して、この問題を解いてみま

しょう。 

 

・必要に応

じた学び合

いをする。 

 

◎(知技)全体と部分の関係

を線分図に表すことがで

きる。《ノート》 

課

題

解

決 

４．集団検討をする（１０分） 

C：1分間で出る水の量はBが 

1÷15＝1/15だから、 

線分図を 15個に分けます。この 1個分が Bのじゃ口から 1

分間に出る水の量です。 

C：両方一緒に使うと1分間で出る水の量は 

1/10＋1/15＝5/30＝1/6 になります。 

よって線分図は6個に分けます。この1個分が、じゃ口を両

方いっしょに使った時に出る水の量になります。 

C：1分間に1/6だから、6分間と分かります。 

C：式に表すと、 

1/10＋1/15＝1/6  

1÷1/6＝6 になります。 

 

・集団で話し

合いながら、

課題解決す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

５．深める (１２分) 

T：水そうの全体量を1としたとき、6分間になりましたが、全

体量を変えるとどうなるでしょうか。 

C：全体量を10にしたら60分間になると思う。 

C：全体量を変えてもAが10分間、Bが15分間であることが変

わらないなら、両方で6分間も変わらないと思う。 

T：では、全体量を 30Ｌと仮定して同じように解いてみましょ

う。 

C：Aのじゃ口は30÷10＝3 で、1分間に3Lです。 

C：Bのじゃ口は30÷15＝2 で、1分間に2Lです。 

C：両方使うと、3＋2＝5 で、5Lです。 

C：30÷5＝6 で6分間になります。 

 

・必要に応じ

た学び合いを

する。 

 

◇全体量に具体的な数値を入

れても、同じ解を得られる

ようにする。 

 

○具体的な数値は、10と15の

公倍数が理想だが、出ない

場合は30を使うように教師

側が提案する。 

 

 

ま

と

め 

６．まとめる(５分) 

T：今日の学習で学んだことをワークシートに書きましょう。 

C：全体の量が分からないとき、そこに1などの数字を当てはめ

て計算すれば答えを求めることができる。 

C：線分図に表すと、問題の様子が分かりやすい。 

 

・学習を振り

返って学んだ

ことを発表す

る。 

 

 

 



７ 板書計画 

 


